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令和５年４月２５日 

令和５年度のスタート！ 

４月２１日（金）から淵中学校では「長崎っ子の心を見つめる教育週間（命を考える週間）」が   

スタートしました。 

 市内の他小中学校では 7月 1日前後に

教育週間を実施しています。しかし本校

では過去の不幸な出来事を踏まえ 4 月 

下旬に実施しています。 

 この週間では、全校朝会、命を題材と

した道徳授業（２６日（水）１３：４５

～）、献花・黙祷、命を考える講演会  

（２８日(金)１４：１５～）が行われます。 

どうぞご参観ください。 

 
 全校集会では校長先生より教育週間の意

義と「命を大切にする」淵中をつくるため

に「互いに高め合う大人になってほしい」

「周りにアンテナを張り、気づくことがで

きる人になろう」と話がありました。また、

一人で悩まず、相談できる人に相談しよう。

命を大切にしようとも話がありました。 

 「みんなで一人の命を守る」そのための

寄り添い、心配りをしていくことが   

「フォロワーシップ」になるのではないで

しょうか。 

 

 
  

 

「淵スピリット」 

この学校で、この学校でしか学ぶことがで

きない、先輩方から伝わってきたものがあ

る。それが何かを考えていく、どうやって育

てていくかを考えていく。 

「命を大切にする」ことが「淵スピリット」

の原点となるのではないだろうか。 

この命を考える週間を通して、「淵スピリ

ット」を探してみましょう。 

 本年度より、学校行事や学校での生徒たちの様子をホームページを活用しながら紹介していきます。 

 日常の一コマを切り取って紹介していきますので、よろしくお願いします。 



 


